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社会

健康社会への新たな価値創出

▎イノベーションを通じた医療課題解決

　認知症への取り組み　

現在、世界では 5,500 万人以上が認知症を患っており、世界的な長寿命化にともない、2050 年にはその患者数が 1.4 億人
にのぼると言われています※。中でも認知症患者の 60% から 70% を占めるアルツハイマー病は、認知機能障害が現れる
前から、「アミロイドベータ（以下Ａβ）」というタンパク質の固まりが脳内に蓄積することが引き金となり発症すると考え
られています。そのため、Ａβを標的とする治療法では、早期診断・早期介入が有効性を高めると考えられていますが、現
在、脳内のＡβの蓄積状態を調べるために行われている脳画像検査（PET 検査）や脳脊髄液検査は、検査できる施設も限ら
れ、また高額な費用や侵襲性の面で患者さんの負担が大きいことが課題となっています。

シスメックスはアルツハイマー病の診断における課題の解決に向け、より簡便かつ迅速に脳内のＡβの蓄積状態を把握
する技術の開発を進めてきました。2016 年 2 月には、エーザイ株式会社と認知症領域に関する新たな診断薬創出に向けた
非独占的包括契約を締結し、互いの技術・ナレッジを交流する中で、シスメックスでは認知症の早期診断や治療法の選択、
治療効果のモニタリングが可能な次世代診断薬の創出に取り組んできました。

2023 年 6 月には、自社の全自動免疫測定装置を用いて、血液中のＡβを測定し、脳内のＡβの蓄積状態の把握を補助する
検査試薬を日本で発売しました。簡便かつ迅速な検査が可能で、脳内のＡβの蓄積が疑われる患者さんに対し身体的・精神
的・経済的負担を軽減するうえ、早期診断・早期の治療方針決定に貢献することが期待されます。

さらなる取り組みとして、アルツハイマー型認知症の発症前から認知機能障害に至るまでの、各段階での病理変化を示す、
バイオマーカーパネルの開発も進めています。

今後も、認知症の予防および治療に対する新しい診断技術の創造に取り組み、患者さんとそのご家族の QOL 向上に貢献
します。

※ 出典：Global status report on the public health response to dementia. Geneva: World Health Organization; 2021.

より身近な認知症診断への挑戦

シスメックスの製品が、まずは日本で、脳内Ａβの蓄積を血液で測定
できる診断薬として認められたことは非常に大きな一歩です。検査が
あるからこそ、適切な治療につながる、治療の価値が高まる、という
ことをまさに体現した事例ではないでしょうか。

今回の血中Ａβ検査試薬を一つのモデルケースとし、今後もさまざま
なパートナーとの協創によって、検査という立場から新たな医療の形
を生み出していきたいと思っています。

詳細はこちらをご覧ください。
▶より身近な認知症診断への挑戦 吉田智一 取締役 常務執行役員 CTO
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　手術支援ロボット※ 1 を通じた医療への貢献　

近年、患者さんの身体的負担の低減や QOL の向上に加え、病巣の早期発見、医療従事者が安心して治療に集中できる
環境の提供、また地域間の医療格差是正など提供される医療の均てん化という社会的課題の解決が求められています。
外科手術では、患者さんの身体的負担軽減などを目的として行われる腹腔鏡手術において、医療従事者のより的確な施術を
支援する手術支援ロボットが活用されています。手術支援ロボット業界の市場規模※ 2 は、年平均成長率（CAGR）13％で
成長し、2030 年にはグローバルで約 2 兆円に達すると予測されています。

シスメックスでは、2021 年に手術支援ロボットの国内市場導入を本格開始し、現在では泌尿器科、消化器外科、婦人科、
呼吸器外科領域で保険適用となり、2024 年 3 月末時点で累計 4,225 症例となりました。本手術支援ロボットは人の腕のよう
になめらかに動くオペレーションアームに、フルハイビジョン 3D システムで細部まで鮮やかに映し出される高精細画像など、
医療の進化に貢献することを目指して開発されました。将来的には、医師の高度な手技を AI が学習することにより、術式
のフィードバック機能や術中ナビゲーションによるアシスト機能、また遠隔指導や遠隔トレーニングを可能とすることで、
医療従事者の技術・知識向上に貢献することが期待されます。

2023 年には、約 5,000km 離れたシンガポールと愛知の 2 拠点間で、手術支援ロボットシステムを用いた遠隔手術の
実証実験に成功しました。シンガポールと日本を結んだ実証実験は国内初となります。

今後も、検査・診断で培った技術・知見と手術支援ロボットとの融合により、手術前の検査から、手術中、手術後の検査・
治療など、一人ひとりの患者さんのヘルスケアジャーニーがより良いものになるよう、サージカルインテリジェンスへの
取り組みおよびデジタルトランスフォーメーション（DX）の推進に取り組んでいきます。

※ 1 シスメックス株式会社と川崎重工業株式会社との合弁会社である株式会社メディカロイドが開発
※ 2 市場規模は顧客購入価ベース。出典：TechSci Research、2030 年はメディカロイド予測

受賞関連リンク
▶第 6 回日本医療研究開発大賞　厚生労働大臣賞受賞のおしらせ（medicaroid.com）
▶「MM 総研大賞 2023」大賞受賞のおしらせ（medicaroid.com）
▶「第 11 回　技術経営・イノベーション大賞」選考委員特別賞受賞のおしらせ（medicaroid.com）
▶第 9 回「ものづくり日本大賞」内閣総理大臣賞受賞のおしらせ（medicaroid.com）

ステークホルダーの声

医療従事者の方々の負担が減るとともに、
その先にいる多くの患者さんにより良質かつ
適切な医療を提供できるという流れをつくり
たい、そのような想いがあります。医療に携わ
るすべての人々が働きやすく、かつ患者さん
にとっては病院に通うことを前向きに受け入
れられるような社会をつくる手助けがしたい。
壮大な夢かもしれませんが、その使命を原動
力に日々向き合っています。

詳細はこちらをご覧ください。
▶手術 DX、医療の均てん化に貢献し、医療従事者や患者さん、ご家族へ安心・安全を届ける

MR 事業本部 係長　秦 裕樹

　薬剤耐性（AMR ※ 1）対策への貢献　

感染症の治療のために使われる抗菌薬を不適切に使用すると、体内の細菌を十分に死滅させることができず、生き残った菌は
薬剤耐性菌となることがあります。この薬剤耐性菌が増殖すると、抗菌薬が効きづらい状態となり、本来は軽症で回復できるは
ずの感染症でも治療が困難になります。薬剤耐性（AMR）対策を講じなければ、2050 年には、AMR が原因で亡くなる人の数
は年間 1,000 万人にのぼると予想※ 2 されています。これは、がんによる死者数を上回ると推定される高い数字であり、世界保
健機関（WHO）をはじめとするさまざまな団体によりAMRは世界全体で取り組むべき社会的課題として位置付けられています。

シスメックスは、ヘルスケアに携わる企業として、この課題解決に向けた新たな検査技術の確立と製品開発に取り組
んでいます。2023 年 6 月には、尿路感染症※ 3 が疑われる患者さんの尿検体を用いて、細菌の有無および抗菌薬の有効性
を判定する迅速薬剤感受性検査システムを欧州で発売開始しました。従来の手法では数日を要していた薬剤感受性検査

（Antimicrobial SusceptibilityTesting: AST）※ 4 について、独自のマイクロ流体技術※ 5 を用いて、測定開始後最短約 30 分での
迅速判定を可能とすることで、クリニックなどプライマリケアにおける初診時の適正な抗菌薬の処方を支援します。

そして 2024 年、このシステムが英国最大の科学賞「Longitude Prize on AMR」を受賞しました。同賞は、医療現場での
適切な抗菌薬の処方に必要とされる安価・迅速・正確かつ簡便な POCT ※ 6 システムの開発を通じて、AMR 対策へ最も貢献
した開発者チームを奨励・支援するものです。2014 年 11 月の同賞の開設以来、世界中から 250 以上の開発チームから応募
が寄せられました。

シスメックスでは今後も、革新的な検査・診断技術の開発および提供を通じて、世界を脅かす AMR 対策に貢献すること
を目指します。

※ 1  薬剤耐性（Antimicrobial Resistance: AMR）：生物が自分に対してなんらかの作用をもった薬剤に対して抵抗性を持つことで、これ
らの薬剤が効かない、もしくは効きにくくなる現象。この薬剤耐性を獲得した細菌のことを薬剤耐性菌という。

※ 2  出典：Antimicrobial Resistance: Tackling a crisis for the health and wealth of nations. The Review on Antimicrobial Resistance, 
Chaired by Jim O’ Neill.

※ 3  尿路感染症：尿路（腎臓から尿の出口まで）に細菌が侵入し炎症が生じたものを尿路感染症という。膀胱では膀胱炎、腎臓では腎盂腎
炎を引き起こす。日常診療において最も頻度が高いとされる細菌感染症の一つで、女性の約6割が生涯に一度は感染する*とされている。

 *出典：American Urological Association Website “Urinary Tract Infections in Adults”
 https://www.urologyhealth.org/urology-a-z/u/urinary-tract-infections-in-adults （参照 2023-09-22）
※ 4 Antimicrobial Susceptibility Testing: AST：検体から検出された病原菌に対する各種抗菌薬の有効性を調べる検査。
※ 5  マイクロ流体技術：ナノメートルからマイクロメートル単位で加工した微細な流路により、液体中に複数存在する細菌を個別に

捕捉し、微細流路内で単方向に菌を培養することで迅速な薬剤感受性検査を可能とする、Sysmex Astrego 独自の技術を指す。
 https://www.sysmex-astrego.se/technology.html

※ 6  ポイント・オブ・ケア・テスティング（Point-of-Care Testing: POCT）: 診療・看護など患者さんの近くで医療従事者が行う簡便な
臨床検査法の総称であり、検査にかかる時間の短縮や患者さんに見えるという利点がある。

ステークホルダーの声

梅野　　「 いつでも手軽に検査ができ、すぐに結果が
分かるということは、医療の効率化や患者
さんの QOL 向上だけでなく、その結果とし
て医療従事者と患者さんに安心を提供する
ことなんだと考えています。」

オルソン「 私たちが開発した製品は、検査の土台とな
るプラットフォームであり、アプリケー
ションを変えることでさまざまな疾病に関
する検査が可能な製品として展開ができると考えています。AMR によってつらい思いをする人を一人
でも減らせる世の中を目指して、これからも取り組んでいきます。」

詳細はこちらをご覧ください。　▶世界を脅かす「薬剤耐性（AMR）」に、新たな検査技術で立ち向かう

HUP 事業本部 課長　梅野 哲嗣（写真左）
Sysmex Astrego AB CEO　ミカエル・オルソン（写真右）
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社会

▎医療アクセスの向上 ―グローバルヘルス・UHC への取り組み―

現在、地球規模で人々の健康に影響を与え、その解決に国際的な連携が必要とされるグローバルヘルス分野の課題が
多く存在します。そのような課題の多くは、医療環境や医療制度など保健システムの未整備により、適切な医療を受ける
ことが困難な地域の人々の健康を脅かしています。

シスメックスは、グローバルヘルス分野において、自社の事業領域である検査・診断における課題の解決に取り組んでい
ます。グローバルに事業を展開する企業が果たすべき責務の一つとして、一人でも多くの方が適切な医療を受けられるよう、
新興国・開発途上国において質の高い検査を普及させることで、ユニバーサルヘルスカバレッジ（UHC）※に貢献していきます。

※すべての人が、適切な健康増進、予防、治療、機能回復に関するサービスを、支払い可能な費用で受けられることを意味する。

　マラリア・エリミネーションへの貢献　

マラリアとは、世界保健機構（WHO）が定める世界三大感染症の一つで、熱帯・亜熱帯地域を中心に流行し、蚊を媒介に
引き起こされる感染症です。マラリア検査には血液検体が用いられることから、シスメックスは、ヘマトロジー分野で培った
技術を応用し、マラリア検査の標準化と効率化を支援する多項目自動血球分析装置を開発しました。マラリアは、早期診断・
早期治療により死亡者数を減らせる疾患であり、診断に有用な検査結果を迅速かつ容易に提供できる本製品を臨床現場へ
導入することで、マラリア・エリミネーションに貢献しています。

マラリア検査のイノベーション
現在主流となっているマラリア検査は、簡易診断キットや顕微鏡

が用いられますが、いずれも前処理を含めて約 15 分から 30 分の
時間がかかるうえ、顕微鏡検査には熟練の技術を要することが課題
でした。それに対して当社の分析装置では、前処理作業をともなう
ことなく、マラリア原虫などに感染した赤血球の有無とその比率を
約 1 分※ 1 で高精度に自動測定することができます※ 2。加えて、通常
のヘマトロジーで測定される CBC8 項目※ 3 も同時に算出することに
より、マラリア感染の有無のみならず、貧血状態などに関するデータ
を臨床現場に提供することが可能です。シスメックスはこの技術・
製品を活用し、マラリア流行地域の臨床現場を支援しています。

また、シスメックス株式会社は、2016 年よりマラリア対策に
関係する研究機関・企業などにより構成されるマラリア・コンソー
シアムの活動および運営に参画しています。アジア・アフリカに
おいて産官学連携で進められるプロジェクト活動に、「検査・診断」
分野で貢献しています。

2023 年 10 月に開催された第 10 回日経・FT 感染症会議では、
ガーナ共和国での異業種共創プロジェクトに関する活動報告を行
いました。

※ 1 検体セットから結果の判定までの時間
※ 2  顕微鏡法によるマラリア診断を置き換えるものではありません。

また、本結果のみで診断を行うことはできません。その他の臨床情報を用いた医師の総合的な判断により確定診断がなされます。
※ 3  赤血球数（RBC）・白血球数（WBC）・ヘモグロビン（Hb）・ヘマトクリット値（Ht）・平均赤血球容積（MCV）・平均赤血球血

色素量（MCH）・平均赤血球血色素濃度（MCHC）・血小板数（PLT）

ステークホルダーの声

マラリア検査の需要の増加にともない、
シスメックスの分析装置の導入を決めました。
本装置の導入により、正確かつ迅速な診断が
実現し、患者さんの満足度向上にもつながって
います。

性能・効率性を通じて検査室の変革を実現
してくれたシスメックスの分析装置に、私
たちは感謝しています。

「第 11 回ゼロマラリア賞」受賞
シスメックスは、マラリア診断装置の開発と普及によるマラリア・エリミネーションへの貢献に対して、特定非営利

活動法人 Malaria No More Japan（マラリア・ノーモア・ジャパン）より「第 11 回ゼロマラリア賞」を受賞しました。同賞は、
2014 年よりマラリア・ノーモア・ジャパンが設置し、「2030 年までにゼロマラリアを達成する」という国際社会の目標に
寄与する活動に取り組む個人・団体を表彰するものです。

▶ 第 11 回ゼロマラリア賞はシスメックス株式会社へ 新規マラリア診断装置「多項目自動血球分析装置 XN-31」の開発と
普及による貢献

コートジボワール医療従事者インタビュー
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　HIV の診断や治療の質向上への貢献　

シスメックス パルテックは、HIV 感染者の診断や免疫状態の
モニタリングの補助を目的とした CD4 陽性リンパ球検査システム
を新興国や開発途上国において提供しています。本システムによる
2011 年からの累計テスト数は、3,000 万テストにのぼります。この
システムは、血液中の CD4 陽性リンパ球の数と比率をわずか 3 分
で測定し、低価格・小型・ポータブル式であることに加え、メン
テナンスを簡略化するなど、簡便かつ迅速、安定的な検査をすべて
の方に平等に提供することを目指しています。

またこのシステムは、WHO による事前認証（Prequalification）※

を取得しており、医療資源が限定される国や地域への導入が促進
され、新興国や開発途上国における HIV の診断や治療の質向上に
貢献しています。

※ 医薬品・検査・ワクチンなどのヘルスケア製品を資源の限られた国々で安心して使用できるようにするため、WHO が品質や安全性、
効能などを担保していることを示す認証制度。2001 年に HIV/AIDS 用の医薬品向けに制度が開始され、現在では新興国・開発途上国が
物品調達時に参照するリストとして使われ、世界エイズ・結核・マラリア対策基金（Global Fund）をはじめとした基金団体がこの事前
承認を受けた製品を優先的に選択している。

　保健システム強化への貢献　

新興国・開発途上国では、保健医療課題解決に向けた医療従事者の能力開発（キャパシティビルディング）が求められ
ています。シスメックスは、医療機関などへ製品・サービス＆サポートを継続的に提供するとともに、医療従事者に対する
トレーニングや学術情報を提供する機会を拡大しています。臨床検査の意義・臨床的価値の訴求、技術の普及などを通じて、
疾患の早期発見・早期治療やより適切な診断・治療の提供に貢献しています。

医療従事者へのトレーニングの充実
シスメックスは、シスメックスアカデミーとよばれるトレーニングセンターを設置するとともに、オンライントレー

ニング Caresphere™ Academy を使ってグローバルで統一された教育コンテンツ・スキル管理ツールを提供し、販売代理店
や医療従事者に向けた臨床的価値の教育や装置のメンテナンス研修を行っています。また、アフリカでは検査室の品質管理
体制が国際基準 ISO 15189 に準拠するよう、独自に開発したメンターシップ・トレーニングを提供しています。

▶品質と信頼の追求

CD4 陽性リンパ球検査システム

ガーナでのデジタルトランスフォーメーション（DX）の取り組み
シスメックス株式会社は、2023 年度、経済産業省の「アフリカ

等市場活力取り込み事業実施可能性調査事業（AfDX）」を通じて、
ガーナにおいて臨床検査室の外部精度管理をリアルタイムに実施
できるアプリケーション（CaresphereTM XQC）を試験的に導入し、
現地特有のニーズやサービス普及に向けた課題を調査しました。
トライアル対象の 6 カ所の医療機関にトレーニングを行い、提供
価値を体験いただくとともに、セミナー等を通じて現地政府・業界
団体・医療機関を対象とした臨床検査の品質向上に対する理解促進
を図りました。

今後も、デジタルソリューションの活用とともに、当社が過去から継続的に実施してきたアジア諸国での外部精度管理
普及支援のノウハウと、本事業における官民連携のスキームを活用し、同国の外部精度管理への理解促進やトレーニン
グの提供を通じた人材育成を図り、現地の医療水準向上に貢献していきます。

質の高い検査データ提供のための技術支援
シスメックスは、アジア各国において、臨床検査の品質・精度

向上のための支援活動を行ってきました。
モンゴルにおいては、従来のヘマトロジー・生化学・免疫・

血液凝固分野に加えて、2023 年からは新たに尿分野にも対象を
拡大し、支援活動を継続しています。過去最多となる約 250 名の
検査医が参加したサーベイ報告会において、技術的、学術的ノウ
ハウを提供するとともに、尿分野の外部精度管理の仕組みの構築・
運営を支援することで、モンゴルの医療水準の向上に貢献して
います。カンボジアにおいても、ヘマトロジーの外部精度管理に
おいて同様の活動を展開し、臨床検査の質向上を支援しています。

中国では、2002 年よりヘマトロジーの国家の標準器※として、
当社の血球計数標準器が採用されており、これをもとに中国国内
におけるすべての血球計数装置の登録検査や外部精度管理が行われています。また、血液検査・基準測定操作法の技術移管・
技術交流、臨床検査国家ガイドラインの策定支援などの継続的な支援や、2019 年度からは最新型の標準器の貸与を行って
おり、中国におけるヘマトロジーの精度向上および検査の標準化に貢献しています。

※ヘマトロジーの国家標準の値（赤血球数、白血球数）を決めるための装置

▶学術活動

ガーナでのセミナーの様子

モンゴルでのサーベイ報告会
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国際協力機構 JICA との官民連携プロジェクト
シスメックス株式会社は、JICA「開発途上国の社会・経済開発のための民間技術普及促進事業」の一環として、2018 年 

から 2022 年まで「尿検査自動化技術普及促進事業」を実施しました。ガーナの国立教育病院である Komfo Anokye 

Teaching Hospital（KATH）に尿検査を全自動化する尿検査総合搬送システムを導入し、現地の医療従事者に向けたセミ
ナーやシンポジウムを開催しました。これらのセミナーやシンポジウムには延べ約 860 名が参加しました。また、本事業
が SDGs 推進への取り組みとして評価され、「JICA-SDGs パートナー」※として認定されました。今後も尿検査自動化技術の
臨床的価値や有用性を訴求し、ガーナをはじめとする開発途上国における質の高い臨床検査の普及に貢献していきます。

※ 2020 年 8 月～ 2022 年 2 月

在外日本大使館との官民連携
シスメックス株式会社は 2022 年、インドネシア日本大使館による「草の根・人間の安全保障無償資金協力案件」における

「東ヌサ・トゥンガラ州中北部ティモール県ハンセン病院における医療機材及び救急車整備計画」を通じて、ヘマトロジー
分野や尿検査分野の分析装置を現地の感染症病院に導入しました。

この取り組みにより、現地の医療環境の改善やハンセン病患者への適切な治療機会の提供に貢献しています。

JICA 研修員の受入
シスメックス株式会社は、JICA と協力し、医療従事者の知識・スキル向上を目指して、1994 年より機器の保守・管理

などに関するトレーニングを JICA 研修員に提供しています。これまでに 1,000 名以上の研修員に当社を訪問いただいて
います。

エジプトにおける大腸がんスクリーニングプログラムへの参加
シスメックス エジプトは、人々の QOL 向上を目的として、エジプト保健省が行う大腸がんの全国的なスクリーニング

プログラムに参加しました。他国事例の共有やスクリーニングプログラムの協力を行うことで、エジプトでの大腸がん認知
と予防文化の形成に貢献しました。また、患者さんへの啓発活動なども行い、患者さん自身が健康を考えるきっかけを促し、
疾患の早期発見・早期治療による生存率向上にも貢献していきます。

JICA 技術普及促進事業の成果報告会 KATH に設置された尿検査総合搬送システム

　パートナーシップ　

開発途上国では現在、経済発展の各段階における医療課題に応じた医療インフラの整備が求められており、将来的には
市場としての成長が期待されています。正確な検査結果が適切な医療の入口であるため、シスメックスは保健省や医療
機関などのパートナーとして関係構築を行い、各国・地域における質の高い検査を普及させるための制度づくり、検査
環境の整備を進めています。また、国際協力や官民連携の枠組みの活用や、他の民間企業との連携を通じて新たな価値の
共創に取り組んでいます。

異業種連携による共創プロジェクト　～「ユニバーサル『栄養』ヘルス・カバレッジ」への貢献～
ガーナでは、国民の死亡・障害を引き起こす最大の危険因子である栄養失調と、死因の 1 位※ 1 とされているマラリアが

深刻な保健課題となっています。栄養失調は、胎児・乳幼児の身体と脳の成長を遅らせる発育阻害の要因となるうえ、マラ
リアの重症化リスクを高める貧血も引き起こします。さらに 5 歳未満の子どもや妊婦は、マラリアによる健康被害が特に
大きい※ 2 ため、栄養・貧血・マラリアの課題を同時に考える統合的なアプローチが求められています。

シスメックス株式会社は、2022 年から公益財団法人味の素ファンデーション、日本電気株式会社（NEC）と連携し、
ガーナにおける母子の保健と栄養の改善のための共創プロジェクトを開始しました。このプロジェクトは、味の素ファン
デーションがガーナ政府保健機関と協業して進めてきた母親の行動変容促進や、栄養サプリメント推奨などの活動をさらに
発展させるものであり、質の高い検査と日本発の ICT を組み合わせ、母子の健康と栄養の改善に貢献する仕組みを構築
するものです。シスメックスは、医療機関へのマラリア診断装置や医療従事者に対する人材育成・啓発活動などを担って
います。

※ 1 The Institute for Health Metrics and Evaluation （IHME）
 https://www.healthdata.org/ghana

※ 2  5 歳未満の子どもは、マラリアと栄養失調の両方に対して特に脆弱であり、栄養失調の子どもではマラリアがより重症化する可能
性がある。また、マラリアは、妊婦の貧血・死亡、自然流産、死産、低出生体重児、新生児・乳児死亡など、母体と新生児の予後
不良のリスクを高める。

 Nutrition and Malaria: Integrated approach for effective case management
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「グローバルヘルスを応援するビジネスリーダー有志一同」による取り組み
グローバルヘルス※分野に貢献する日本企業の経営者ら有志「グローバルヘルスを応援するビジネスリーダー有志一同」

に、当社代表取締役会長の家次恒が参画しています。2022 年 8 月には第 8 回アフリカ開発会議「TICAD8」の公式サイド
イベントとして、特別ゲストのビル・ゲイツ氏とともに、有志企業 11 社が「グローバルヘルス・アクション」を発表しました。
シスメックスは「検査・診断技術によるマラリアとの闘い」というタイトルでプレゼンテーションを行い、マラリアのな
い世界の実現に挑戦する意思を表明しました。また 2023 年 3 月には「第 2 回 グローバルヘルス・アカデミー」に登壇し、
グローバルヘルス分野の官民学連携の重要性を発信しました。

2024 年 5 月、本有志団体は、上川外務大臣に対し、グローバルヘルスをグローバルサウス諸国との連携による外交政策
上の戦略分野として位置付け、世界のワクチンギャップを改善することを目指した活動を行っている Gavi など、国際機関
への資金拠出拡大とそれによる日本企業製品・サービスの調達拡大促進などを要請しました。

※地球規模課題としての保健医療分野、特に公衆衛生分野、感染症対策分野での支援および事業

▶グローバルヘルスを応援するビジネスリーダー有志一同

社会

責任ある製品・サービス・ソリューションの提供

▎品質と信頼の追求

　品質マネジメント　

グループ品質マネジメント体制
シスメックスでは、代表取締役社長の統括・管理の下、品質保証部門が中心となり品質マネジメントに取り組んでいます。

具体的には、開発、製造、販売・サービスの各部門の責任者が出席する品質会議を毎月開催し、製品・サービスの品質・
有効性および安全性のモニタリングと改善に向けた対策の検討を行っています。また、規制当局の査察、品質目標、マネ
ジメントレビューからのアウトプット指示への対応などの審議を行う品質システム委員会を定期的に開催し、グループの
品質マネジメントシステムの維持、改善に関する活動を推進しています。

また、すべての最終製品の生産拠点※で国際規格 ISO 9001 または ISO 13485 の認証を取得しています。グループ全 79 社
のうち、ISO 9001 は 34 社、ISO 13485 は 21 社が認証を取得しています。2023 年度の内部品質監査で 4 件、外部品質
監査で 5 件の不適合が見つかり是正対応を進めています。さらに、「リコール件数」と「FDA Warning Letter 件数」をサス
テナビリティ目標のモニタリング指標として設定し、品質の強化に努めています。

※ 100％子会社

▶サステナビリティ目標の進捗状況

詳細は下記 www.tuv.com の ID 0910589004 を参照。（活動およびサイトの適用範囲は規格により異なります。）

▶ https://www.tuv.com

▶品質方針

▶製品セキュリティポリシー
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